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表紙デザイン・装丁……森本良成
　　関西大学 図書館フォーラム 第 22 号（2017）
2017 年 6 月 30 日発行
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編　集　後　記
　作業に取りかかった当初は、初めて取り組む編集作業に四苦八苦しておりましたが、お蔭様で図書館フォーラ
ム第 22 号を無事に刊行することができました。
　ご寄稿いただいた皆さまには、ご多忙の折にも関わらず、快くご執筆いただきましたことに心より感謝申し上
げます。また、刊行にあたりご協力いただいた方々にも改めて御礼申し上げます。
　最近の当館の状況としましては、当巻号でご報告いたしましたとおり、海外の逐次刊行物や電子ジャーナルの
高騰、為替変動の影響等により、新刊書の購入が困難になる等苦しい一面があります。一方で、2 年前に総合図
書館内にオープンしたラーニング・コモンズでは、学生たちが様々な情報資源を活用しながら一層活発に議論を
行っており、満席になることも珍しくありません。
　前号の編集担当者もこの欄で取り上げていたように、大学図書館は今、「アクティブ・ラーニングを取り入れた
学修支援ができる場であること」と「静謐な環境で自身の学習・研究活動に没頭することのできる従来の図書館
機能が維持された場であること」の一見矛盾する2つの「場」を提供することが求められています。こうした「場
としての図書館の二面性」における新たな課題に対して、図書館単独で取り組むことは難しくなってきています。
こうした状況の中、当館では学内の関係部署や教員、他大学図書館等とも連携を図りながら、少しずつ課題に取
り組んでいます。
　1 年後には、新たな取り組みの成果をご報告できればと考えておりますので、今後とも当館をよろしくお願い
いたします。
 （田中）
 
図書館フォーラム編集担当
重石　治久・古林　雅代・田中　久美子
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